
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管
理
義
務
が
発
生
す
る
場
合

に
つ
い
て
は
労
働
時
間
」
と

い
う
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

午
後
１３
時
か
ら
は
近
畿
運

輸
局
へ
要
請
し
、
各
事
業
所

が
法
令
遵
守
に
よ
る
安
全
運

つ
い
て
」
と
い
う
回
答
で
し

た
。
最
後
に
午
後
１
５
時
か

ら
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
協
会
へ
要

請
し
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
経
営
困
難
に
対
す

る
支
援
策
」
と
「
標
準
的
な

運
賃
の
告
示
制
度
」
に
対
す

る
実
効
性
確
保
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
大
阪
ト
ラ

ッ
ク
協
会
は
「
荷
主
団
体
、

企
業
に
対
す
る
周
知
・
啓
発

や
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
が
開
催
す
る
会
議
、
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
へ
の
講
師
派
遣
を

行
っ
て
い
る
。」
ま
た
、
全
ト

協
・
地
ト
協
共
催
に
よ
る
『
標

準
的
な
運
賃
』
活
用
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。」
と

い
う
回
答
で
し
た
。
参
加
者

は
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部
会
・
植

西
部
会
長
、
鷹
巣
副
部
会
長
、

菅
原
副
部
会
長
、
芦
崎
事
務

局
長
、
長
谷
川
幹
事
、
関
西

合
同
支
部
・
橋
本
副
委
員
長
、

大
阪
府
本
部
・
荻
田
書
記
長

で
し
た
。 

 

行
を
確
保
す
る
た
め
に
、
監

査
制
度
・
体
制
及
び
荷
主
勧

告
制
度
を
強
化
さ
れ
る
こ

と
。
そ
の
た
め
の
人
員
を
確

保
さ
れ
る
こ
と
。
を
申
し
入

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
近

畿
運
輸
局
は
「
皆
様
方
か
ら

の
要
請
で
人
員
を
一
人
増
員

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。」

と
い
う
回
答
が
あ
り
ま
し
た

が
、
未
だ
に
人
員
不
足
が
解

消
し
な
い
こ
と
か
ら
、
調
査

が
思
う
よ
う
に
出
来
て
い
な

い
の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。

ま
た
、
輸
送
・
荷
待
ち
・
荷

役
な
ど
に
関
連
す
る
輸
送
実

態
把
握
の
た
め
の
意
見
等
の

募
集
に
つ
い
て
、
意
見
等
の

集
約
状
況
の
開
示
の
申
し
入

れ
で
は
「
令
和
３
年
２
月
で

９
０
０
件
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
、
大
半
は
長
時
間
労
働
に

 

大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部
会
は
、

４
月
２３
日
（
金
）
ト
ラ
ッ
ク

迂
運
輸
業
の
魅
力
あ
る
職
場

を
め
ざ
す
た
め
の
各
地
方
局

要
請
行
動
を
終
日
取
り
組
み

ま
し
た
。 

 

午
前
１０
時
３０
分
か
ら
は
、

大
阪
労
働
局
へ
要
請
し
自
動

車
運
転
者
の
「
改
善
基
準
告

示
」
をIL

O

第
１
５
３
号
条

約
や
同
第
１
６
１
号
勧
告
、

厚
生
労
働
省
「
過
労
死
認
定

基
準
」
な
ど
と
の
関
連
や
「
働

き
方
改
革
関
連
法
」
付
帯
決

議
に
基
づ
き
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
意
見
交
換
の
中

で
大
阪
労
働
局
は
、「
車
輌
内

ベ
ッ
ト
で
の
休
息
は
荷
物
の
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大
阪
府
本
部
全
体
の
回
答
状 

況
で
は
、
全
体
支
部
分
会
数
６２ 

職
場
、
対
象
職
場
数
４８
職
場
、 

要
求
提
出
職
場
３８
職
場
、
要
求 

提
出
率
７９.

２
％
、
有
額
回
答 

数
は
２５
職
場
・
妥
結
率
は
４１
、 

７
％
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い 

ま
す
。
平
均
妥
結
回
答
額
は
２
， 

７
７
６
円
で
前
年
実
績
の
１
， 

７
６
３
円
よ
り
１
，
０
１
３
円 

増
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
回
答 

状
況
の
特
徴
で
は
、
前
年
実
績 

を
上
回
っ
た
の
は
８
職
場
・
分 

会
で
、
う
ち
ト
ラ
ッ
ク
部
会
関 

係
が
６
職
場
、
建
設
業
が
１
職 

場
、
鉄
道
１
職
場
に
な
っ
て
い 

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
実
績
よ
り 

減
額
と
な
っ
た
の
は
、
ト
ラ
ッ 

ク
３
職
場
・
ゼ
ロ
回
答
６
職
場
、 

昨
年
実
績
と
同
額
は
ト
ラ
ッ
ク 

４
職
場
、
酸
素
１
職
場
に
な 

っ
て
い
ま
す
。
生
コ
ン
・
バ
ラ 

セ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
個
社 

で
の
交
渉
が
継
続
中
で
す
。 
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大
阪
府
本
部
２１
春
闘
で
の
最
高 

賃
上
げ
額
は
ト
ラ
ッ
ク
職
場
・ 

ミ
ナ
ミ
陸
運
の
１
８
，
０
０
０ 

円
で
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影 

響
で
減
額
と
な
っ
た
職
場
が
予

想
し
て
い
た
よ
り
少
な
く
、
賃

上
げ
交
渉
で
は
一
定
奮
闘
し
た

と
言
え
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
要
求
提
出
状
況
は
昨

年
実
績
よ
り
２
職
場
増
え
ま
し

た
が
全
職
場
の
要
求
提
出
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
要
求
提
出

出
来
な
か
っ
た
職
場
を
今
後
ど

の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
か
指

導
機
関
で
あ
る
支
部
役
員
体
制 

に
も
課
題
を
残
す
こ
と
に
な
っ 

て
い
ま
す
。
改
め
て
各
支
部
の 

総
括
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。 

次
年
度
に
つ
い
て
は
、
全
職
場 

で
春
闘
・
夏
期
一
時
金
の
要
求 

提
出
が
出
来
る
体
制
強
化
に
取 

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 


